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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月14日(2018.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＸＣＲ３に結合することができる抗体または抗原結合フラグメントにおいて、
　該抗体または抗原結合フラグメントは、
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６つの相補性決定領域（ＣＤＲ）：重鎖可変ドメイン（ＶＨ）ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２
、ＶＨ　ＣＤＲ３、軽鎖可変ドメイン（ＶＬ）ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２、およびＶＬ　
ＣＤＲ３を含み：
　ＶＨ　ＣＤＲ１は、GFTFSNYA（配列番号２２８）であり、
　ＶＨ　ＣＤＲ２は、ISNGGSYT （配列番号２３０）であり、
　ＶＨ　ＣＤＲ３は、SRPSERSHYYATSQFAY（配列番号２３２）であり、
　ＶＬ　ＣＤＲ１は、SSVSY（配列番号２３５）であり、
　ＶＬ　ＣＤＲ２は、DTS （配列番号２３７）であり、
および
　ＶＬ　ＣＤＲ３は、QQWSSSPLT （配列番号２３９）である、前記抗体または抗原結合フ
ラグメント。
【請求項２】
　キメラであり、ＣＤＲグラフト化され、突然変異し、１つまたはそれ以上の脱アミド部
位が除去されるように突然変異し、ヒト化され、ヒト化され復帰突然変異し、合成であり
、または組換えである、請求項１に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項３】
　ａ）配列番号１の残基１～５８を含むペプチド；
　ｂ）配列番号１の残基１～１６を含むペプチド；および
　ｃ）配列番号１の残基１～３７を含むペプチド
からなる群から選択されるペプチドを含むポリペプチドに結合することができる、請求項
１または２に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項４】
　ａ）アミノ酸配列ＳＤＨＱＶＬＮＤＡＥ（配列番号７１）を含むペプチド；
　ｂ）アミノ酸配列ＳＤＨＱＶＬＮＤ（配列番号７２）を含むペプチド；
　ｃ）アミノ酸配列ＤＨＱＶＬＮＤ（配列番号７３）を含むペプチド；
　ｄ）アミノ酸配列ＶＬＮＤＡＥ（配列番号７４）を含むペプチド；
　ｅ）アミノ酸配列ＶＬＮＤ（配列番号７５）を含むペプチド；
　ｆ）アミノ酸配列ＸＤＸＸＶＸＮＤＸＸ（配列番号７６）を含むペプチド；
　ｇ）アミノ酸配列ＸＤＸＸＶＸＮＤ（配列番号７７）を含むペプチド；
　ｈ）アミノ酸配列ＤＸＸＶＸＮＤ（配列番号７８）を含むペプチド；
　ｉ）アミノ酸配列ＶＸＮＤＸＸ（配列番号７９）を含むペプチド；
および
　ｊ）アミノ酸配列ＶＸＮＤ（配列番号８０）を含むペプチド
（ここでＸは、任意のアミノ酸を示す）
からなる群から選択されるペプチドを含むポリペプチドに結合することができる、請求項
１～３のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項５】
　重鎖可変領域を含み、
　該重鎖可変領域は、配列番号１８に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含む、請求
項１～４のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項６】
　重鎖可変領域は、配列番号１８のアミノ酸配列を含む、請求項５に記載の抗体またはフ
ラグメント。
【請求項７】
　重鎖可変領域および軽鎖可変領域を含み、
　該重鎖可変領域は、配列番号１８、２０．２２、２４、２６、および２７からなる群か
ら選択される配列に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含み、
　該軽鎖可変領域は、配列番号１９、２１、２３、２５、３４、および３７からなる群か
ら選択される配列に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含み、
　ＶＨ　ＣＤＲ１、ＶＨ　ＣＤＲ２、ＶＨ　ＣＤＲ３、ＶＬ　ＣＤＲ１、ＶＬ　ＣＤＲ２
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、およびＶＬ　ＣＤＲ３が、請求項１に記載のものと１００％同一である、請求項１～４
のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項８】
　重鎖可変領域は、配列番号１８、２０、２２、２４、２６および２７なる群から選択さ
れるアミノ酸配列を含み；
かつ
　軽鎖可変領域は、配列番号１９，２１、２３、２５、および３４～３７からなる群から
選択されるアミノ酸配列を含む、請求項７に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項９】
　重鎖可変領域は、配列番号１８に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含み、そして
軽鎖可変領域は、配列番号１９に少なくとも９５％同一なアミノ酸配列を含む、請求項７
に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項１０】
　重鎖可変領域は、配列番号１８に少なくとも９８％同一なアミノ酸配列を含み、そして
軽鎖可変領域は、配列番号１９に少なくとも９８％同一なアミノ酸配列を含む、請求項７
に記載の抗体またはフラグメント。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメントのアミノ酸配列をコー
ドする単離された核酸。
【請求項１２】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメントを産生する方法におい
て、該抗体またはフラグメントを産生するのに適した条件下で、培地中で請求項１１に記
載の核酸を含む宿主細胞を培養することを含む、前記方法。
【請求項１３】
　初発の１型糖尿病（Ｔ１Ｄ）を防止し、処置し、またはその進行を低減するための医薬
を製造するための、請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメントの使
用。
【請求項１４】
　抗体またはそのフラグメントは、０．０３～３．７ｍｇ／ｋｇ／用量の用量で投与され
る、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　抗体またはそのフラグメントは、全ての投与に対する用量の合計が０．１６～１８ｍｇ
／ｋｇで投与される、請求項１３または１４に記載の使用。
【請求項１６】
　抗体またはそのフラグメントは、初発のＴ１Ｄを有し、０．２ｎｍｏｌ／Ｌより高いか
またはそれに等しい基底の血清Ｃ－ペプチドレベルを有し、かつ／またはＣ－ペプチド刺
激の間、０．０３３～１．０ｎｍｏｌ／Ｌ×分の合計の空腹時血清Ｃ－ペプチドレベルを
有するヒト対象に投与される、請求項１３～１５のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１７】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメントと、少なくとも１種の
追加の作用剤を含むコンジュゲートであって、ここで前記追加の作用剤は、治療剤、可溶
化剤、安定剤、免疫抑制剤、受容体、または抗原結合ペプチドである、上記コンジュゲー
ト。
【請求項１８】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメント、または請求項１１に
記載の核酸、および薬学的に許容される担体を含む医薬組成物。
【請求項１９】
　少なくとも１種の追加の治療剤をさらに含む、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　少なくとも１種の追加の治療剤が、β細胞刺激因子、インスリン、およびインスリン産
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生細胞からなる群から選択される、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　試験サンプル中のＣＸＣＲ３の存在または濃度を検出するｉｎ　ｖｉｔｒｏの方法にお
いて、該試験サンプルを、請求項１～１０のいずれか１項に記載の抗体またはフラグメン
トおよび検出可能な標識と接触させることからなり、ＣＸＣＲ３の存在または濃度は、検
出可能な標識によって生成したシグナルと直接的または間接的に相関する、前記方法。
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摘要(译)

使用该抗体（T1D），诊断和/或治疗I A抗CXCR3抗体，和II型糖尿病提供了一种用于尤其是CXCR3有关的疾病如T1D初始的方
法。在能够结合CXCR3的抗体或抗原结合片段中，抗体或抗原结合片段包含六个互补决定区（CDR）：重链可变区（VH）

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bb93ec22-f1bd-4018-b99d-0d557ca45bcc


CDR1，VH CDR2，VH CDR3 ，轻链可变结构域（VL）CDR1，VL 
CDR2和VL所述抗体或抗原结合片段包含含有CDR3的氨基酸序列，每个
CDR3选自特定氨基酸序列。


